
(57)【要約】
本発明は、ハウジングと、ハウジングを通って動作するように適合されたピストン・ロッ
ド（２０）と、ハウジングとピストン・ロッド（２０）との間に配置され、第１リードの
らせん線条を有する投与量ダイヤル・スリーブ（７０）と、投与量ダイヤル・スリーブ（
７０）とピストン・ロッド（２０）との間に配置され、第２リードのらせん溝（３８）を
有する駆動スリーブ（３０）とを備えるペン型注射器に関する。らせん線条の第１リード
およびらせん溝（３８）の第２リードは、同じである。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ハ ウ ジ ン グ と 、
　 ハ ウ ジ ン グ を 通 っ て 動 作 す る よ う に 適 合 さ れ た ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド と 、
　 ハ ウ ジ ン グ と ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド と の 間 に 配 置 さ れ 、 第 １ リ ー ド の ら せ ん 線 条 を 有 す る 投
与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ と 、
　 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ と ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド と の 間 に 配 置 さ れ 、 第 ２ リ ー ド の ら せ ん
溝 を 有 す る 駆 動 ス リ ー ブ と を 備 え 、
　 ら せ ん 線 条 の 第 １ リ ー ド お よ び ら せ ん 溝 の 第 ２ リ ー ド が 同 じ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、
ペ ン 型 注 射 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド が 、 第 １ 端 部 の 第 １ ね じ 込 み 部 分 お よ び 第 ２ 端 部 の 第 ２ ね じ 込 み 部 分
を 有 し 、
　 イ ン サ ー ト ま た は 径 方 向 内 向 き に 延 び る フ ラ ン ジ が 、 ハ ウ ジ ン グ に お い て 配 置 さ れ 、 そ
れ を 通 っ て 、 ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド の 第 １ ね じ 込 み 部 分 が 回 転 す る こ と が 可 能 で あ り 、
　 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ が 、 ハ ウ ジ ン グ お よ び イ ン サ ー ト に 対 し て 回 転 可 能 で あ り 、
　 駆 動 ス リ ー ブ が 、 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ に 取 外 し 可 能 に 接 続 さ れ 、 か つ ピ ス ト ン ・
ロ ッ ド の 第 ２ ね じ 込 み 部 分 に 沿 っ て ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド に 対 し て 回 転 す る よ う に ピ ス ト ン ・
ロ ッ ド に 接 続 さ れ 、
　 ボ タ ン が 、 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ 上 に お い て 配 置 さ れ 、 か つ 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ
ー ブ に 対 し て 回 転 可 能 で あ り 、
　 ボ タ ン が 押 さ れ る と き 、 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ と 駆 動 ス リ ー ブ と の 間 の 回 転 を 可 能
に す る ク ラ ッ チ 手 段 が 提 供 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ペ ン 型 注 射 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 駆 動 ス リ ー ブ に 対 し て 回 転 可 能 で あ り 、 か つ 軸 方 向 に 変 位 可 能 で あ る が 、 ハ ウ ジ ン グ に
対 し て 回 転 可 能 で は な い ナ ッ ト を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の ペ ン 型 注 射 器
。
【 請 求 項 ４ 】
　 駆 動 ス リ ー ブ が 、 第 １ 端 部 に お い て 第 １ フ ラ ン ジ お よ び 第 ２ フ ラ ン ジ を 備 え 、 中 間 線 条
が 、 第 １ フ ラ ン ジ と 第 ２ フ ラ ン ジ と の 間 に あ り 、 ナ ッ ト が 、 第 １ フ ラ ン ジ と 第 ２ フ ラ ン ジ
と の 間 に 配 置 さ れ 、 か つ ス プ ラ イ ン 手 段 に よ っ て ハ ウ ジ ン グ に キ ー 止 め さ れ る 、 請 求 項 ３
に 記 載 の ペ ン 型 注 射 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 第 １ 径 方 向 ス ト ッ プ が 、 ナ ッ ト の 第 ２ 表 面 上 に お い て 提 供 さ れ 、 第 ２ 径 方 向 ス ト ッ プ が
、 第 ２ フ ラ ン ジ の 第 １ 面 上 に お い て 提 供 さ れ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の ペ ン 型 注 射 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド の 第 １ 線 条 が 、 ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド の 第 ２ 線 条 に 対 向 し て 位 置 す る 、 請
求 項 ２ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の ペ ン 型 注 射 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ク ラ ッ チ の 第 ２ 端 部 が 、 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ の 第 ２ 端 部 と 係 合 す る よ う に 適 合 さ
れ た 複 数 の ド ッ グ 歯 を 備 え る 、 請 求 項 ２ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の ペ ン 型 注 射 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ハ ウ ジ ン グ 上 に お い て 提 供 さ れ る ク ラ ッ チ 手 段 と ス プ ラ イ ン 手 段 と の 間 に 配 置 さ れ る ク
リ ッ カ 手 段 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ２ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の ペ ン 型 注 射 器 。
【 請 求 項 ９ 】
　 ク リ ッ カ 手 段 が ス リ ー ブ を 備 え 、 こ の ス リ ー ブ が 、 第 １ 端 部 に お い て 、 ら せ ん に 延 び る
ア ー ム 、 歯 付 き 部 材 を 有 す る ア ー ム の 自 由 端 部 、 お よ び 第 ２ 端 部 に お い て 、 ク ラ ッ チ 手 段
上 に 提 供 さ れ る 対 応 す る 複 数 の 周 方 向 の こ ぎ り 歯 と 係 合 す る よ う に 適 合 さ れ た 複 数 の 周 方
向 の こ ぎ り 歯 を 備 え る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の ペ ン 型 注 射 器 。
【 請 求 項 １ ０ 】
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　 ク リ ッ カ 手 段 が ス リ ー ブ を 備 え 、 こ の ス リ ー ブ が 、 第 １ 端 部 に お い て 、 少 な く と も １ つ
の ら せ ん に 延 び る ア ー ム お よ び 少 な く と も １ つ の ば ね 部 材 、 歯 付 き 部 材 を 有 す る ア ー ム の
自 由 端 部 、 な ら び に 第 ２ 端 部 に お い て 、 ク ラ ッ チ 手 段 の 上 に 提 供 さ れ る 対 応 す る 複 数 の 周
方 向 の こ ぎ り 歯 と 係 合 す る よ う に 適 合 さ れ た 複 数 の 周 方 向 の こ ぎ り 歯 を 備 え る 、 請 求 項 ８
に 記 載 の ペ ン 型 注 射 器 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 主 要 ハ ウ ジ ン グ が 、 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ 上 に 提 供 さ れ る 径 方 向 ス ト ッ プ に よ っ て
隣 接 さ れ る よ う に 適 合 さ れ た 複 数 の 最 大 投 与 量 ス ト ッ プ を 備 え る 、 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず
れ か に 記 載 の ペ ン 型 注 射 器 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 最 大 投 与 量 ス ト ッ プ の 少 な く と も １ つ が 、 ハ ウ ジ ン グ の 第 ２ 端 部 に お い て 提 供 さ れ る ら
せ ん リ ブ と ス プ ラ イ ン 手 段 と の 間 に 配 置 さ れ る 径 方 向 ス ト ッ プ を 備 え る 、 請 求 項 １ １ に 記
載 の ペ ン 型 注 射 器 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 最 大 投 与 量 ス ト ッ プ の 少 な く と も １ つ が 、 ハ ウ ジ ン グ の 第 ２ 端 部 に お い て 提 供 さ れ る 隆
起 窓 部 分 の 一 部 を 備 え る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の ペ ン 型 注 射 器 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ が 、 ハ ウ ジ ン グ の 第 ２ 端 部 に お い て 提 供 さ れ る 対 応 す る 複 数
の 径 方 向 ス ト ッ プ と 隣 接 す る よ う に 適 合 さ れ た 複 数 の 径 方 向 に 延 び る 部 材 を 備 え る 、 請 求
項 １ ～ １ ３ の い ず れ か に 記 載 の ペ ン 型 注 射 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ペ ン 型 注 射 器 、 す な わ ち 、 複 数 回 投 与 カ ー ト リ ッ ジ か ら 医 薬 品 を 注 入 す る こ
と に よ る 投 与 を 提 供 す る 種 類 の 注 射 器 に 関 す る 。 具 体 的 に は 、 本 発 明 は 、 使 用 者 が 投 与 量
を 設 定 す る こ と が 可 能 で あ る よ う な 注 射 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 そ の よ う な 注 射 器 は 、 正 式 な 医 療 訓 練 を 受 け て い な い 個 人 に よ る 規 則 的 な 注 入 が 行 わ れ
る 応 用 分 野 を 有 す る 。 こ れ は 、 糖 尿 病 を 有 す る 人 々 の 間 で は ま す ま す 一 般 的 に な っ て き て
お り 、 自 己 処 置 に よ り 、 そ の よ う な 個 人 が 、 自 分 の 糖 尿 病 の 有 効 な 管 理 を 実 施 す る こ と が
可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ ら の 状 況 は 、 こ の 種 類 の ペ ン 型 注 射 器 に つ い て い く つ か の 要 件 を 設 定 す る 。 注 射 器
は 、 構 造 は 頑 強 で あ る が 、 部 品 の 操 作 お よ び そ の 動 作 の 使 用 者 に よ る 理 解 の 両 方 の 観 点 に
お い て 使 用 が 容 易 で な け れ ば な ら な い 。 糖 尿 病 の 人 々 の 場 合 、 多 く の 使 用 者 は 身 体 的 に 虚
弱 で あ り 、 視 力 が 損 な わ れ て い る 可 能 性 も あ る 。 注 射 器 が 再 使 用 可 能 で は な く 使 い 捨 て 可
能 で あ る 場 合 、 注 射 器 は 、 製 造 が 安 価 で 、 廃 棄 が 容 易 で あ る べ き で あ る （ リ サ イ ク ル に 適
切 で あ る こ と が 好 ま し い ） 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 利 点 は 、 改 良 ペ ン 型 注 射 器 が 提 供 さ れ る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 第 １ 態 様 に よ れ ば 、 ペ ン 型 注 射 器 は 、
　 ハ ウ ジ ン グ と 、
　 ハ ウ ジ ン グ を 通 っ て 動 作 す る よ う に 適 合 さ れ た ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド と 、
　 ハ ウ ジ ン グ と ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド と の 間 に 配 置 さ れ 、 第 １ リ ー ド の ら せ ん 線 条 を 有 す る 投
与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ と 、
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　 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ と ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド と の 間 に 配 置 さ れ 、 第 ２ リ ー ド の ら せ ん
溝 を 有 す る 駆 動 ス リ ー ブ と を 備 え 、
　 ら せ ん 線 条 の 第 １ リ ー ド お よ び ら せ ん 溝 の 第 ２ リ ー ド が 同 じ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 好 ま し く は 、 ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド は 、 第 １ 端 部 の 第 １ ね じ 込 み 部 分 お よ び 第 ２ 端 部 の 第 ２
ね じ 込 み 部 分 を 有 し 、
　 イ ン サ ー ト ま た は 径 方 向 内 向 き に 延 び る フ ラ ン ジ が ハ ウ ジ ン グ に 配 置 さ れ 、 そ れ を 通 っ
て 、 ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド の 第 １ ね じ 込 み 部 分 が 回 転 す る こ と が 可 能 で あ り 、
　 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ が 、 ハ ウ ジ ン グ お よ び イ ン サ ー ト に 対 し て 回 転 可 能 で あ り 、
　 駆 動 ス リ ー ブ が 、 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ に 取 外 し 可 能 に 接 続 さ れ 、 か つ ピ ス ト ン ・
ロ ッ ド の 第 ２ ね じ 込 み 部 分 に 沿 っ て 、 ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド に 対 し て 回 転 す る よ う に ピ ス ト ン
・ ロ ッ ド に 接 続 さ れ 、
　 ボ タ ン が 、 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ 上 に 配 置 さ れ 、 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ に 対 し
て 回 転 可 能 で あ り 、
　 ボ タ ン が 押 さ れ る と き 、 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ と 駆 動 ス リ ー ブ と の 間 の 回 転 を 可 能
に す る ク ラ ッ チ 手 段 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 好 ま し く は 、 注 射 器 は 、 駆 動 ス リ ー ブ に 対 し て 回 転 可 能 で あ り 、 か つ 軸 方 向 に 変 位 可 能
で あ る が 、 ハ ウ ジ ン グ に 対 し て 回 転 可 能 で は な い ナ ッ ト を さ ら に 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 よ り 好 ま し く は 、 駆 動 ス リ ー ブ は 、 第 １ 端 部 に お い て 第 １ フ ラ ン ジ お よ び 第 ２ フ ラ ン ジ
を 備 え 、 中 間 線 条 が 第 １ フ ラ ン ジ と 第 ２ フ ラ ン ジ と の 間 に あ り 、 ナ ッ ト が 、 第 １ フ ラ ン ジ
と 第 ２ フ ラ ン ジ と の 間 に 配 置 さ れ 、 か つ ス プ ラ イ ン 手 段 に よ っ て ハ ウ ジ ン グ に キ ー 止 め さ
れ る 。 さ ら に 、 第 １ 径 方 向 ス ト ッ プ が 、 ナ ッ ト の 第 ２ 面 上 に お い て 提 供 さ れ る こ と が 可 能
で あ り 、 第 ２ 径 方 向 ス ト ッ プ が 、 第 ２ フ ラ ン ジ の 第 １ 面 上 に お い て 提 供 さ れ る こ と が 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 ま し く は 、 ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド の 第 １ 線 条 は 、 ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド の 第 ２ 線 条 の 反 対 側 に
位 置 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し く は 、 ク ラ ッ チ の 第 ２ 端 部 が 、 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ の 第 ２ 端 部 と 係 合 す る
よ う に 適 合 さ れ た 複 数 の ド ッ グ 歯 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 ま し く は 、 ペ ン 型 注 射 器 は 、 ク ラ ッ チ 手 段 間 に 配 置 さ れ る ク リ ッ カ （ clicker） 手 段
、 お よ び ハ ウ ジ ン グ 上 に 提 供 さ れ る ス プ ラ イ ン 手 段 を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 よ り 好 ま し く は 、 ク リ ッ カ 手 段 は ス リ ー ブ を 備 え 、 こ の ス リ ー ブ は 、 第 １ 端 部 に お い て
、 ら せ ん に 延 び る ア ー ム 、 歯 付 き 部 材 を 有 す る ア ー ム の 自 由 端 部 、 お よ び 第 ２ 端 部 に お い
て 、 ク ラ ッ チ 手 段 上 に 提 供 さ れ る 対 応 す る 複 数 の 周 上 の こ ぎ り 歯 と 係 合 す る よ う に 適 合 さ
れ た 複 数 の 周 方 向 の こ ぎ り 歯 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 代 替 と し て 、 ク リ ッ カ 手 段 は ス リ ー ブ を 備 え 、 こ の ス リ ー ブ は 、 第 １ 端 部 に お い て 、 少
な く と も １ つ の ら せ ん に 延 び る ア ー ム お よ び 少 な く と も １ つ の ば ね 部 材 、 歯 付 き 部 材 を 有
す る ア ー ム の 自 由 端 部 、 な ら び に 第 ２ 端 部 に お い て 、 ク ラ ッ チ 手 段 上 に 提 供 さ れ る 対 応 す
る 複 数 の 周 方 向 の こ ぎ り 歯 と 係 合 す る よ う に 適 合 さ れ た 複 数 の 周 方 向 の こ ぎ り 歯 を 備 え る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 好 ま し く は 、 主 要 ハ ウ ジ ン グ は 、 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ 上 に 提 供 さ れ る 径 方 向 ス ト
ッ プ に よ っ て 隣 接 さ れ る よ う に 適 合 さ れ た 複 数 の 最 大 投 与 量 ス ト ッ プ を 備 え る 。 最 大 投 与
量 ス ト ッ プ の 少 な く と も １ つ が 、 ら せ ん リ ブ と ハ ウ ジ ン グ の 第 ２ 端 部 に お い て 提 供 さ れ る
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ス プ ラ イ ン 手 段 と の 間 に 配 置 さ れ る 径 方 向 ス ト ッ プ を 備 え る こ と が よ り 好 ま し い 。 代 替 と
し て 、 最 大 投 与 量 ス ト ッ プ の 少 な く と も １ つ は 、 ハ ウ ジ ン グ の 第 ２ 端 部 に お い て 提 供 さ れ
る 隆 起 窓 部 分 の 一 部 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 好 ま し く は 、 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ は 、 ハ ウ ジ ン グ の 第 ２ 端 部 に お い て 提 供 さ れ る
対 応 す る 複 数 の 径 方 向 ス ト ッ プ と 隣 接 す る よ う に 適 合 さ れ た 複 数 の 径 方 向 に 延 び る 部 材 を
備 え る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 に つ い て 記 述 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま ず 図 １ か ら ５ を 参 照 す る と 、 い く つ か の 位 置 に お け る 本 発 明 に よ る ペ ン 型 注 射 器 を 見
る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ペ ン 型 注 射 器 は 、 第 １ カ ー ト リ ッ ジ 保 持 部 分 ２ を 有 す る ハ ウ ジ ン グ 、 お よ び 第 ２ 主 要 ハ
ウ ジ ン グ 部 分 ４ を 備 え る 。 カ ー ト リ ッ ジ 保 持 手 段 ２ の 第 １ 端 部 お よ び 主 要 ハ ウ ジ ン グ ４ の
第 ２ 端 部 が 、 保 持 特 徴 ６ に よ っ て 共 に 固 定 さ れ る 。 示 さ れ る 実 施 形 態 で は 、 カ ー ト リ ッ ジ
保 持 手 段 ２ は 、 主 要 ハ ウ ジ ン グ ４ の 第 ２ 端 部 内 に お い て 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 医 薬 品 の い く つ か の 投 与 量 が デ ィ ス ペ ン ス さ れ る こ と が 可 能 で あ る カ ー ト リ ッ ジ ８ が 、
カ ー ト リ ッ ジ 保 持 部 分 ２ に お い て 提 供 さ れ る 。 ピ ス ト ン １ ０ が 、 カ ー ト リ ッ ジ ８ の 第 １ 端
部 に お い て 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 取 外 し 可 能 キ ャ ッ プ １ ２ が 、 カ ー ト リ ッ ジ 保 持 部 分 ２ の 第 ２ 端 部 の 上 に お い て 取 外 し 可
能 に 保 持 さ れ る 。 使 用 時 、 取 外 し 可 能 キ ャ ッ プ １ ２ は 、 使 用 者 に よ っ て 適 切 な 針 ユ ニ ッ ト
（ 図 示 せ ず ） と 交 換 す る こ と が で き る 。 交 換 可 能 キ ャ ッ プ １ ４ が 、 主 要 ハ ウ ジ ン グ ４ か ら
延 び る カ ー ト リ ッ ジ 保 持 部 分 ２ を 覆 う た め に 使 用 さ れ る 。 交 換 可 能 キ ャ ッ プ １ ４ の 外 部 寸
法 は 、 交 換 可 能 キ ャ ッ プ １ ４ が カ ー ト リ ッ ジ 保 持 部 分 ２ を 覆 う 位 置 に あ る と き 、 ユ ニ ッ ト
全 体 の 印 象 を 提 供 す る よ う に 、 主 要 ハ ウ ジ ン グ ４ の 外 部 寸 法 と 同 様 ま た は 同 一 で あ る こ と
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 示 さ れ る 実 施 形 態 で は 、 イ ン サ ー ト １ ６ が 、 主 要 ハ ウ ジ ン グ ４ の 第 １ 端 部 に お い て 提 供
さ れ る 。 イ ン サ ー ト １ ６ は 、 回 転 運 動 ま た は 縦 方 向 運 動 に 対 抗 し て 固 定 さ れ る 。 イ ン サ ー
ト １ ６ は 、 そ れ を 通 っ て 延 び る ね じ 込 み 円 形 開 口 １ ８ を 備 え る 。 代 替 と し て 、 イ ン サ ー ト
は 、 内 部 線 条 を 有 す る 径 方 向 内 向 き の フ ラ ン ジ の 形 態 で 、 主 要 ハ ウ ジ ン グ ４ と 一 体 式 に 形
成 さ れ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 １ 線 条 １ ９ が 、 ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド ２ ０ の 第 １ 端 部 か ら 延 び る 。 ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド ２ ０
は 、 ほ ぼ 円 形 の セ ク シ ョ ン で あ る 。 ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド ２ ０ の 第 １ 端 部 は 、 イ ン サ ー ト １ ６
の ね じ 込 み 開 口 １ ８ を 通 っ て 延 び る 。 圧 力 フ ッ ト ２ ２ が 、 ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド ２ ０ の 第 １ 端
部 に 配 置 さ れ る 。 圧 力 フ ッ ト ２ ２ は 、 カ ー ト リ ッ ジ ・ ピ ス ト ン １ ０ の 第 ２ 端 部 と 隣 接 す る
よ う に 配 置 さ れ る 。 第 ２ 線 条 ２ ４ が 、 ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド ２ ０ の 第 ２ 端 部 か ら 延 び る 。 示 さ
れ る 実 施 形 態 で は 、 第 ２ 線 条 ２ ４ は 、 完 全 な 線 条 で は な く 、 一 連 の 部 分 線 条 を 備 え る 。 示
さ れ る 実 施 形 態 は 、 製 造 が よ り 簡 単 で あ り 、 使 用 者 が 医 薬 品 を デ ィ ス ペ ン ス す る の に 必 要
な 力 全 体 を 低 減 す る よ う に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ 線 条 １ ９ お よ び 第 ２ 線 条 ２ ４ は 、 対 向 し て 位 置 す る 。 ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド ２ ０ の 第 ２
端 部 は 、 受 取 り 凹 み ２ ６ を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 駆 動 ス リ ー ブ ３ ０ が 、 ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド ２ ０ の 回 り に 延 び る 。 駆 動 ス リ ー ブ ３ ０ は 、 ほ

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-519077 A 2006.8.24



ぼ 円 筒 で あ る 。 駆 動 ス リ ー ブ ３ ０ は 、 第 １ 端 部 に お い て 、 第 １ の 径 方 向 に 延 び る フ ラ ン ジ
３ ２ を 備 え る 。 第 ２ の 径 方 向 に 延 び る フ ラ ン ジ ３ ４ が 、 第 １ フ ラ ン ジ ３ ２ か ら 駆 動 ス リ ー
ブ ３ ０ に 沿 っ て 距 離 を お い て 提 供 さ れ る 。 中 間 線 条 ３ ６ が 、 第 １ フ ラ ン ジ ３ ２ と 第 ２ フ ラ
ン ジ ３ ４ と の 間 に 延 び る 駆 動 ス リ ー ブ ３ ０ の 外 側 部 分 の 上 に お い て 提 供 さ れ る 。 ら せ ん 溝
３ ８ が 、 駆 動 ス リ ー ブ ３ ０ の 内 表 面 に 沿 っ て 延 び る 。 ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド ２ ０ の 第 ２ 線 条 ２
４ は 、 ら せ ん 溝 ３ ８ 内 に お い て 作 用 す る よ う に 適 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 １ フ ラ ン ジ ３ ２ の 第 １ 端 部 が 、 イ ン サ ー ト １ ６ の 第 ２ 側 と 合 致 す る よ う に 適 合 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ナ ッ ト ４ ０ が 、 駆 動 ス リ ー ブ ３ ０ と 主 要 ハ ウ ジ ン グ ２ と の 間 に 配 置 さ れ 、 第 １ フ ラ ン ジ
３ ２ と 第 ２ フ ラ ン ジ ３ ４ と の 間 に 位 置 す る 。 示 さ れ る 実 施 形 態 で は 、 ナ ッ ト ４ ０ は 、 ハ ー
フ ・ ナ ッ ト で あ る 。 こ れ は 、 注 射 器 の 組 立 て を 補 助 す る 。 ナ ッ ト ４ ０ は 、 中 間 線 条 ３ ６ と
整 合 す る 内 部 線 条 を 有 す る 。 ナ ッ ト ４ ０ の 外 表 面 お よ び 主 要 ハ ウ ジ ン グ ４ の 内 表 面 は 、 ナ
ッ ト ４ ０ と 主 要 ハ ウ ジ ン グ ４ と の 間 の 相 対 回 転 を 防 止 し 、 一 方 、 そ の 間 の 相 対 縦 方 向 運 動
を 可 能 に す る よ う に 、 ス プ ラ イ ン ４ ２ （ 図 １ ０ 、 １ １ 、 １ ５ 、 お よ び １ ６ を 参 照 ） に よ っ
て 共 に キ ー 止 め さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 シ ョ ル ダ ３ ７ が 、 駆 動 ス リ ー ブ ３ ０ の 第 ２ 端 部 と 、 駆 動 ス リ ー ブ ３ ０ の 第 ２ 端 部 に お い
て 提 供 さ れ る 延 長 部 ３ ８ と の 間 に 形 成 さ れ る 。 延 長 部 ３ ８ は 、 駆 動 ス リ ー ブ ３ ０ の 残 り と
比 較 し て 、 低 減 さ れ た 内 径 お よ び 外 径 を 有 す る 。 延 長 部 ３ ８ の 第 ２ 端 部 が 、 径 方 向 外 向 き
の フ ラ ン ジ ３ ９ を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ク リ ッ カ ５ ０ お よ び ク ラ ッ チ ６ ０ が 、 駆 動 ス リ ー ブ ３ ０ と 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ ７
０ と の 間 に お い て （ 以 下 で 記 述 さ れ る よ う に ） 、 駆 動 ス リ ー ブ ３ ０ の 回 り に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ク リ ッ カ ５ ０ は 、 駆 動 ス リ ー ブ ３ ０ の 第 ２ フ ラ ン ジ ３ ４ に 隣 接 し て 配 置 さ れ る 。 ク リ ッ
カ ５ ０ は 、 ほ ぼ 円 筒 で あ り 、 第 １ 端 部 に お い て 柔 軟 な ら せ ん に 延 び る ア ー ム ５ ２ を 備 え る
（ 図 ６ に お い て 最 も 明 瞭 に 示 さ れ る ） 。 ア ー ム ５ ２ の 自 由 端 部 が 、 径 方 向 歯 付 き 部 材 ５ ４
を 備 え る 。 ク リ ッ カ ５ ０ の 第 ２ 端 部 が 、 一 連 の 周 方 向 の こ ぎ り 歯 ５ ６ （ 図 ７ 参 照 ） を 備 え
る 。 各 の こ ぎ り 歯 は 、 縦 方 向 表 面 お よ び 傾 斜 表 面 を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 代 替 実 施 形 態 （ 図 示 せ ず ） で は 、 ク リ ッ カ 手 段 は 、 少 な く と も １ つ の ば ね 部 材 を さ ら に
含 む 。 少 な く と も １ つ の ば ね 部 材 は 、 デ ィ ス ペ ン ス に 続 く ク ラ ッ チ 手 段 ６ ０ の 再 設 定 を 補
助 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ク ラ ッ チ 手 段 ６ ０ は 、 駆 動 ス リ ー ブ ３ ０ の 第 ２ 端 部 に 隣 接 し て 配 置 さ れ る 。 ク ラ ッ チ 手
段 ６ ０ は 、 ほ ぼ 円 筒 で あ り 、 第 １ 端 部 に お い て 、 一 連 の 周 方 向 の こ ぎ り 歯 ６ ６ （ 図 ７ 参 照
） を 備 え る 。 各 の こ ぎ り 歯 は 、 縦 方 向 表 面 お よ び 傾 斜 表 面 を 備 え る 。 ク ラ ッ チ 手 段 ６ ０ の
第 ２ 端 部 ６ ４ に 向 か っ て 、 径 方 向 内 向 き フ ラ ン ジ ６ ２ が 存 在 す る 。 ク ラ ッ チ 手 段 ６ ０ の フ
ラ ン ジ ６ ２ は 、 駆 動 ス リ ー ブ ３ ０ の シ ョ ル ダ ３ ７ と 延 長 部 ３ ８ の 径 方 向 外 向 き フ ラ ン ジ ３
９ と の 間 に 位 置 す る 。 ク ラ ッ チ 手 段 ６ ０ の 第 ２ 端 部 は 、 複 数 の ド ッ グ 歯 ６ ５ を 備 え る （ 図
８ ） 。 ク ラ ッ チ ６ ０ は 、 ク ラ ッ チ ６ ０ と 駆 動 ス リ ー ブ ３ ０ と の 間 の 相 対 回 転 を 防 止 す る た
め に 、 ス プ ラ イ ン （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 駆 動 ス リ ー ブ ３ ０ に キ ー 止 め さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 示 さ れ る 実 施 形 態 で は 、 ク リ ッ カ ５ ０ お よ び ク ラ ッ チ ６ ０ は 、 そ れ ぞ れ 、 駆 動 ス リ ー ブ
３ ０ の ほ ぼ 半 分 ま で 延 び る 。 し か し 、 こ れ ら の 部 分 の 相 対 長 さ に 関 す る 他 の 構 成 が 可 能 で
あ る こ と が 理 解 さ れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ク リ ッ カ ５ ０ お よ び ク ラ ッ チ 手 段 ６ ０ は 、 通 常 、 係 合 し て い る 、 す な わ ち 、 図 ７ に 示 さ
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れ る 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ ７ ０ が 、 ク リ ッ カ ５ ０ お よ び ク ラ ッ チ 手 段 ６ ０ の 外 部 に お い
て 、 か つ 主 要 ハ ウ ジ ン グ ４ の 径 方 向 内 向 き に 提 供 さ れ る 。 ら せ ん 溝 ７ ４ が 、 投 与 量 ダ イ ヤ
ル ・ ス リ ー ブ ７ ０ の 外 表 面 の 回 り に 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 主 要 ハ ウ ジ ン グ ４ は 、 窓 ４ ４ を 備 え 、 そ れ を 通 し て 、 投 与 量 ス リ ー ブ の 外 表 面 の 一 部 を
見 る こ と が 可 能 で あ る 。 主 要 ハ ウ ジ ン グ ４ は 、 ら せ ん リ ブ ４ ６ を さ ら に 備 え 、 こ の リ ブ は
、 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ ７ ０ の 外 表 面 上 の ら せ ん 溝 ７ ４ に 位 置 す る よ う に 適 合 さ れ る
。 ら せ ん リ ブ ４ ６ は 、 主 要 ハ ウ ジ ン グ ４ の 内 表 面 を 単 一 掃 引 す る よ う に 延 び る 。 第 １ ス ト
ッ プ １ ０ ０ が 、 ス プ ラ イ ン ４ ２ と ら せ ん リ ブ ４ ６ と の 間 に 提 供 さ れ る （ 図 １ ５ ） 。 第 ２ ス
ト ッ プ １ ０ ２ が 、 第 １ ス ト ッ プ １ ０ ０ に 対 し て １ ８ ０ ° の 角 度 に 位 置 し 、 主 要 ハ ウ ジ ン グ
４ に お い て 窓 ４ ４ を 囲 む フ レ ー ム に よ っ て 形 成 さ れ る （ 図 １ ６ ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 参 照 番 号 （ 図 示 せ ず ） な ど 、 ダ イ ヤ ル さ れ る こ と が 可 能 で あ る 投 与 量 の 視 覚 表 示 が 、 投
与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ ７ ０ の 外 表 面 上 に お い て 提 供 さ れ る こ と が 好 都 合 で あ る 。 窓 ４ ４
は 、 現 在 ダ イ ヤ ル さ れ て い る 投 与 量 の 視 覚 表 示 を 見 る こ と の み を 可 能 に す る こ と が 好 都 合
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ ７ ０ の 第 ２ 端 部 が 、 い く つ か の 径 方 向 に 延 び る 部 材 ７ ５ の 形
態 の 内 向 き フ ラ ン ジ を 備 え る 。 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ グ リ ッ プ ７ ６ が 、 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ
ー ブ ７ ０ の 第 ２ 端 部 の 外 表 面 の 回 り に 位 置 す る 。 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ グ リ ッ プ ７ ６ の 外 径 が
、 主 要 ハ ウ ジ ン グ ４ の 外 径 に 対 応 す る こ と が 好 ま し い 。 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ グ リ ッ プ ７ ６ は
、 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ ７ ０ と の 間 の 相 対 回 転 を 防 止 す る た め に 、 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・
ス リ ー ブ ７ ０ に 固 定 さ れ る 。 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ グ リ ッ プ ７ ６ は 、 中 央 開 口 ７ ８ を 備 え る 。
投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ グ リ ッ プ ７ ６ の 第 ２ 端 部 に 位 置 す る 環 状 凹 み ８ ０ が 、 開 口 ７ ８ の 回 り に
延 び る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ほ ぼ 「 Ｔ 」 の セ ク シ ョ ン の ボ タ ン ８ ２ が 、 ペ ン 型 注 射 器 の 第 ２ 端 部 に お い て 提 供 さ れ る
。 ボ タ ン ８ ２ の ス テ ム ８ ４ が 、 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ グ リ ッ プ ７ ６ の 開 口 ７ ８ を 通 り 、 駆 動 ス
リ ー ブ ３ ０ の 延 長 部 ３ ８ の 内 径 を 通 っ て 、 ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド ２ ０ の 受 取 り 凹 み ２ ６ の 中 へ
延 び る こ と が 可 能 で あ る 。 ス テ ム ８ ４ は 、 駆 動 ス リ ー ブ ３ ０ に お け る 軸 方 向 運 動 を 限 定 す
る よ う に 、 駆 動 ス リ ー ブ ３ ０ に 対 す る 回 転 に 対 抗 し て 保 持 さ れ る 。 ボ タ ン ８ ２ の ヘ ッ ド ８
５ は 、 ほ ぼ 円 形 で あ る 。 ス カ ー ト ８ ６ が 、 ヘ ッ ド ８ ５ の 周 囲 か ら 寄 り か か る 。 ス カ ー ト ８
６ は 、 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ グ リ ッ プ ７ ６ の 環 状 凹 み ８ ０ に 位 置 す る よ う に 適 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ こ で 、 本 発 明 に よ る ペ ン 型 注 射 器 の 動 作 に つ い て 記 述 す る 。 図 ９ 、 １ ０ 、 お よ び １ １
に お い て 、 矢 印 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ 、 Ｅ 、 Ｆ 、 お よ び Ｇ は 、 ボ タ ン ８ ２ 、 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ グ
リ ッ プ ７ ６ 、 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ ７ ０ 、 駆 動 ス リ ー ブ ３ ０ 、 ク ラ ッ チ 手 段 ６ ０ 、 ク
リ ッ カ ５ ０ 、 お よ び ナ ッ ト ４ ０ の 運 動 を そ れ ぞ れ 表 す 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 投 与 量 を ダ イ ヤ ル す る た め に （ 図 ９ ） 、 使 用 者 が 、 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ グ リ ッ プ ７ ６ を 回
転 さ せ る （ 矢 印 Ａ ） 。 ク リ ッ カ ５ ０ お よ び ク ラ ッ チ 手 段 ６ ０ が 係 合 し て い る の で 、 駆 動 ス
リ ー ブ ３ ０ 、 ク リ ッ カ ５ ０ 、 ク ラ ッ チ 手 段 ６ ０ 、 お よ び 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ ７ ０ は
、 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ グ リ ッ プ ７ ６ と 共 に 回 転 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ダ イ ヤ ル さ れ て い る 投 与 量 の 可 聴 式 お よ び 触 知 フ ィ ー ド バ ッ ク が 、 ク リ ッ カ ５ ０ お よ び
ク ラ ッ チ 手 段 ６ ０ に よ っ て 提 供 さ れ る 。 ト ル ク が 、 ク リ ッ カ ５ ０ と ク ラ ッ チ 手 段 ６ ０ と の
間 に お い て 、 の こ ぎ り 歯 ５ ６ 、 ６ ６ に よ り 伝 達 さ れ る 。 柔 軟 ア ー ム ５ ２ が 変 形 し 、 ク リ ッ
ク を 生 成 す る よ う に 、 歯 付 き 部 材 ５ ４ を ス プ ラ イ ン ４ ２ 上 に お い て ド ラ グ す る 。 ス プ ラ イ
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ン ４ ２ は 、 各 ク リ ッ ク が 単 位 投 与 量 に 対 応 す る よ う に 位 置 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ ７ ０ 上 の ら せ ん 溝 ７ ４ お よ び 駆 動 ス リ ー ブ ３ ０ の ら せ ん 溝 ３
８ は 、 同 じ リ ー ド を 有 す る 。 こ れ に よ り 、 同 じ 割 合 で 、 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ ７ ０ （
矢 印 Ｃ ） が 主 要 ハ ウ ジ ン グ ４ か ら 延 び 、 駆 動 ス リ ー ブ ３ ０ （ 矢 印 Ｄ ） が ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド
２ ０ を 上 る こ と が 可 能 に な る 。 進 行 の 限 界 に お い て 、 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ ７ ０ 上 の
径 方 向 ス ト ッ プ １ ０ ４ が 、 さ ら な る 運 動 を 防 止 す る た め に 、 主 要 ハ ウ ジ ン グ ４ 上 に 提 供 さ
れ る 第 １ ス ト ッ プ １ ０ ０ ま た は 第 ２ ス ト ッ プ １ ０ ２ と 係 合 す る 。 ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド ２ ０ の
回 転 は 、 ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド ２ ０ 上 に お い て 整 備 線 条 （ overhauled thread） お よ び 駆 動 線
条 が 反 対 方 向 で あ る こ と に よ り 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ナ ッ ト ４ ０ は 、 主 要 ハ ウ ジ ン グ ４ に キ ー 止 め さ れ 、 駆 動 ス リ ー ブ ３ ０ の 回 転 （ 矢 印 Ｄ ）
に よ っ て 中 間 線 条 ３ ６ に 沿 っ て 前 進 さ れ る 。 最 終 投 与 量 デ ィ ス ペ ン ス 位 置 （ 図 ４ 、 ５ 、 お
よ び １ ３ ） に 到 達 す る と き 、 ナ ッ ト ４ ０ の 第 ２ 表 面 上 に 形 成 さ れ る 径 方 向 ス ト ッ プ １ ０ ６
が 、 駆 動 ス リ ー ブ ３ ０ の 第 ２ フ ラ ン ジ ３ ４ の 第 １ 表 面 上 の 径 方 向 ス ト ッ プ １ ０ ８ と 隣 接 し
て 、 ナ ッ ト ４ ０ お よ び 駆 動 ス リ ー ブ ３ ０ の 両 方 が さ ら に 回 転 す る の を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 代 替 実 施 形 態 （ 図 示 せ ず ） で は 、 ナ ッ ト ４ ０ の 第 １ 表 面 が 、 第 １ フ ラ ン ジ ３ ２ の 第 ２ 表
面 上 に 提 供 さ れ る 径 方 向 ス ト ッ プ と 隣 接 す る 径 方 向 ス ト ッ プ を 備 え る 。 こ れ は 、 ペ ン 型 注
射 器 の 組 立 て 中 、 カ ー ト リ ッ ジ フ ル の 位 置 に ナ ッ ト ４ ０ を 配 置 す る の を 補 助 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 使 用 者 が 、 望 ま し い 投 与 量 を 超 え て 不 注 意 に ダ イ ヤ ル し て し ま っ た 場 合 、 ペ ン 型 注 射 器
は 、 カ ー ト リ ッ ジ か ら 医 薬 品 を デ ィ ス ペ ン ス せ ず に 、 投 与 量 を ダ イ ヤ ル ・ ダ ウ ン す る こ と
を 可 能 に す る （ 図 １ ０ ） 。 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ グ リ ッ プ ７ ６ は 、 反 対 に 回 転 さ れ る 。 こ れ に
よ り 、 シ ス テ ム は 、 反 対 に 作 用 す る 。 柔 軟 ア ー ム ５ ２ は 、 こ こ で 、 ク リ ッ カ が 回 転 す る の
を 防 止 す る ラ チ ェ ッ ト と し て 作 用 す る 。 ク ラ ッ チ 手 段 ６ ０ に よ り 伝 達 さ れ る ト ル ク に よ り
、 の こ ぎ り 歯 ５ ６ 、 ６ ６ は 、 ダ イ ヤ ル さ れ た 投 与 量 低 減 に 対 応 す る ク リ ッ ク を 創 出 す る よ
う に 、 互 い の 上 に 乗 る 。 の こ ぎ り 歯 ５ ６ 、 ６ ６ は 、 各 の こ ぎ り 歯 の 周 囲 の 程 度 が 単 位 投 与
量 に 対 応 す る よ う に 位 置 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 望 ま し い 投 与 量 が ダ イ ヤ ル さ れ た と き 、 使 用 者 は 、 ボ タ ン ８ ２ を 押 す こ と に よ っ て こ の
投 与 量 を デ ィ ス ペ ン ス す る こ と が 可 能 で あ る （ 図 １ １ ） 。 こ れ に よ り 、 ク ラ ッ チ 手 段 ６ ０
は 、 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ ７ ０ に 対 し て 軸 方 向 に 変 位 し 、 ド ッ グ 歯 ６ ５ が 外 れ る 。 し
か し 、 ク ラ ッ チ 手 段 ６ ０ は 、 駆 動 ス リ ー ブ ３ ０ に 対 す る 回 転 に つ い て 依 然 と し て キ ー 止 め
さ れ て い る 。 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ ７ ０ お よ び 関 連 す る 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ グ リ ッ プ ７
６ は 、 こ こ で 、 自 由 に 回 転 す る （ ら せ ん 溝 ７ ４ に 位 置 す る ら せ ん リ ブ ４ ６ に よ っ て 誘 導 さ
れ る ） 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 軸 方 向 運 動 は 、 デ ィ ス ペ ン ス 中 に の こ ぎ り 歯 ５ ６ 、 ６ ６ を 整 備 す る こ と が で き な い こ と
を 保 証 す る た め に 、 ク リ ッ カ ５ ０ の 柔 軟 ア ー ム ５ ２ を 変 形 さ せ る 。 こ れ は 、 駆 動 ス リ ー ブ
３ ０ が 主 要 ハ ウ ジ ン グ ４ に 対 し て 回 転 す る こ と を 防 止 す る が 、 駆 動 ス リ ー ブ ３ ０ は 、 主 要
ハ ウ ジ ン グ ４ に 対 し て 軸 方 向 に 依 然 と し て 自 由 に 移 動 す る 。 こ の 変 形 は 、 圧 力 が ボ タ ン ８
２ か ら 除 去 さ れ る と き 、 ク ラ ッ チ ６ ０ と 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ ７ ０ と の 間 の 接 続 を 回
復 す る よ う に 、 駆 動 ス リ ー ブ ３ ０ に 沿 っ て ク リ ッ カ ５ ０ お よ び ク ラ ッ チ ６ ０ を 戻 す た め に
後 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 駆 動 ス リ ー ブ ３ ０ の 縦 方 向 軸 運 動 に よ り 、 ピ ス ト ン ・ ロ ッ ド ２ ０ は 、 イ ン サ ー ト １ ６ の
開 口 １ ８ を 通 っ て 回 転 し 、 そ れ に よ り 、 ピ ス ト ン １ ０ は カ ー ト リ ッ ジ ８ に お い て 前 進 す る
。 ダ イ ヤ ル 投 与 量 が デ ィ ス ペ ン ス さ れ た 後 、 投 与 量 ダ イ ヤ ル ・ ス リ ー ブ ７ ０ は 、 投 与 量 ダ
イ ヤ ル ・ グ リ ッ プ ７ ６ か ら 延 び る 複 数 の 部 材 １ １ ０ （ 図 １ ４ ） と 、 主 要 ハ ウ ジ ン グ ４ に お
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い て 形 成 さ れ る 対 応 す る 複 数 の ス ト ッ プ １ １ ２ と が 接 触 す る こ と に よ っ て 、 さ ら に 回 転 す
る こ と が 防 止 さ れ る （ 図 １ ５ お よ び １ ６ ） 。 示 さ れ る 実 施 形 態 で は 、 部 材 １ １ ０ は 、 投 与
量 ダ イ ヤ ル ・ グ リ ッ プ ７ ６ か ら 軸 方 向 に 延 び 、 傾 斜 端 部 表 面 を 有 す る 。 ゼ ロ 投 与 量 位 置 が
、 部 材 １ １ ０ の 軸 方 向 に 延 び る 縁 の １ つ と 対 応 す る ス ト ッ プ １ １ ２ と の 隣 接 に よ っ て 決 定
さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 図 １ 】 第 １ （ カ ー ト リ ッ ジ フ ル の ） 位 置 に お け る 、 本 発 明 に よ る ペ ン 型 注 射 器 の 断 面 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 第 ２ （ 最 大 の 最 初 の 投 与 量 が ダ イ ヤ ル さ れ て い る ） 位 置 に お け る 、 図 １ の ペ ン 型
注 射 器 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 ３ （ 最 大 の 最 初 の 投 与 量 が デ ィ ス ペ ン ス さ れ た ） 位 置 に お け る 、 図 １ の ペ ン 型
注 射 器 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ４ （ 最 後 の 投 与 量 が ダ イ ヤ ル さ れ て い る ） 位 置 に お け る 、 図 １ の ペ ン 型 注 射 器
の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ５ （ 最 後 の 投 与 量 が デ ィ ス ペ ン ス さ れ た ） 位 置 に お け る 、 図 １ の ペ ン 型 注 射 器
の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ の ペ ン 型 注 射 器 の 第 １ の 詳 細 の 破 断 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 １ の ペ ン 型 注 射 器 の 第 ２ の 詳 細 の 部 分 破 断 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 １ の ペ ン 型 注 射 器 の 第 ３ の 詳 細 の 部 分 破 断 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 投 与 量 の ダ イ ヤ ル ・ ア ッ プ 中 の 図 １ に 示 さ れ た ペ ン 型 注 射 器 の 部 分 の 相 対 運 動 を
示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 投 与 量 の ダ イ ヤ ル ・ ダ ウ ン 中 の 図 １ に 示 さ れ た ペ ン 型 注 射 器 の 部 分 の 相 対 運 動
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 投 与 量 の デ ィ ス ペ ン ス 中 の 図 １ に 示 さ れ た ペ ン 型 注 射 器 の 部 分 の 相 対 運 動 を 示
す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 第 ２ （ 最 大 の 最 初 の 投 与 量 が ダ イ ヤ ル さ れ て い る ） 位 置 に お け る 図 １ の ペ ン 型
注 射 器 の 部 分 破 断 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 第 ４ （ 最 後 の 投 与 量 が ダ イ ヤ ル さ れ て い る ） 位 置 に お け る 図 １ の ペ ン 型 注 射 器
の 部 分 破 断 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 第 １ 、 第 ３ 、 ま た は 第 ５ 位 置 の １ つ に お け る 図 １ の ペ ン 型 注 射 器 の 部 分 破 断 図
で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ の ペ ン 型 注 射 器 の 主 要 ハ ウ ジ ン グ の 第 １ 部 分 の 破 断 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ の ペ ン 型 注 射 器 の 主 要 ハ ウ ジ ン グ の 第 ２ 部 分 の 破 断 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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